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Vi~nupural}a 和訳研究

-VPIII. 8-9和訳及び VPIII9.とMBhXIIの住期法比較ー

奥田真隆

Purai;iaと法典類とのかかわりは λpastambadharmasiitra,Gautamadharmas-

iitraに古くは見出されることが指摘されている．そしてその当時の Pur匂aが

創造と再創造，更には法典に関係ある主題を取り扱っていたことが，これによ
(1) 

り認められるのである.Purai;iaは普通，創造，再創造等の五相（paftcalak切担）

によって定義される．しかしほとんどの Purai;iaにおいては，これら五相が中

心に述べられているとは言い難しかろうじて Vi呪1upura加のみがこの定義

に忠実であるとされていtとは言つても勿論 Vi号l}l
々な主題を取り扱つている．先に述べた法典に関係する主題もその一つである．

第三章は18節より成立しているが，そのうち第8～16節までの9節がこれにつ
いて述べられている．そこでは種姓・住期法をはじめ善行（踊dacara），祖霊祭

等，正にヒンドウ社会の一員としての行動規範というべきものが詳細に記され

ている．
(3) 

ところで GarU<Japurai;ia,Agnipurai;iaとYajftavalkyasmrti,Markandeyapu・

r句a と Gautamadharmasiitr~＞との関係が指摘されている・しかし寡聞にして
Vi押upuriii;iaと法典類あるいは他の資料とのこのような関係があるという報告

を知らない・ Wilsor Vi宇m

usmrtiに一致し，多くの共通の表現があると述べている．しかし特別な検討が

加えられてはいない．そこでこのような関係があるのか否か，もしあるとすれ

ば，それは何かということを探るのが，一つの大きな目標である．本稿はこの
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意図の下にVi事l}Upural}a第三章第八節の種姓の法と第九節の住期の法とを若干

の検討を加えつL和訳するものである．そして次にこの第九節と Mahabharata

XIIに記される住期の法と比較照合することにより両者の密接な関係を明らか

にしてみたいと考える．

（ー） 和訳

第八節

Maitreyaは言えり

1，尊者よ，輪廻を克服することを望む者達によって尊敬さるべき神，世界

主 (Jagannatha）である Vi号加は如何に崇拝さるべきかということについて説

いて下さい．

2，又崇拝に専念する人々が Govinda(=Vi押u）を崇拝することによって得

るところの果についても聞きたく存じます．偉大なる聖者よ．

!Par説araは言えり

3，汝が質問したのと同じことを偉大なる精神を持てる Sagara王に尋ねられ
(6) 

て Aurva仙が次の如く説いたが，それを私が語るのを聞きなさい．

4. Sagara王は AurvaBhargavaに礼拝して， Vi草加を崇拝する方法につい

て尋ねた．最上の聖者よ．

5，また Vi号加を崇拝して人に得られる果についても（尋ねた）．彼（Sagara

王）に尋ねられて彼（Aurva）が語ったところのことを全て聞きなさい. Mai-

treyaよ．

Aurvaは言えり

6, Vi事加を崇拝する時，人はこの世での願望と天界と天界に住む者によっ

て占められる地＆更には無上の解脱をも得る・

7，王中の王よ， Acyuta（不朽者＝Vi号l}U）を崇拝する時，如何なる果を望む
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にせよ，多少にかかわらず人はその全てを得る．

8.王よ，汝は如何にして彼は崇拝さるべきかと尋ねたが，それについて私

は全で汝に語るであろう．よく聞きなさい．

9.種姓と住期の慣習を守ることによって人は最高の霊， Vi：草加を崇拝すべ

きである．彼を満足させる別の道はない．

IO.王よ，人は祭式を祭って彼を祭り，祈薦を請して彼を請し，他人を殺し

て彼を殺すのである．何となれば， Hari( = Vi~i:iu）は一切のものより成る者
であるから．

11.それ故に常に慣習を守り，自らの種姓に適える法を行う人によって

Janardana (Vi押u）は崇拝されるのである．

12.王よ，パラモン，クシャトリヤ，ヴァイシュヤ，シュードラは自らの法

に専念して Vi号加を崇拝する．別の方法によるのではない．

13.他人の悪口，中傷，偽りを語らず，又他人を悩ませるようなことを語ら

ない者，そういう者によって Kesava(Vi将u）は満足させられる．

14.王よ，他人の妻，他人の財産，他人の殺害に心を傾けない者，そういう

者によって Kesavaは満足させられる．

15.王よ，生命ある者，または（植物等）異なる形態のものを傷つけず，殺
(8) 

害しない者，そういう者によって Kesavaは満足させられる．

16.神，再生族， 師の奉仕を常に行う者，そういう者によって Govindaは

満足させられる．王よ．

17. 自分自身や子供に対すると同様に一切の生物に対して幸福を願う者，そ

ういう者によって Hariはいつでも容易に満足させられる．

18.王よ，その心が貧欲等の欠陥によって害なわれていないような，そのよ

うな清浄なる精神を持つ者によって常に Vi押Uは満足させられる．

19. 最上の王よ，種姓と住期について経典の述べる法を遵守して人は Vi~加

を崇拝するのである．別の方法によるのではない．
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Sagaraは言えり

20.秀でたる再生族よ，今や私は種姓の法と住期の法について余すところな

く聞きたく存じます．それらを語って下さい．

Aurvaは言えり

21.私が述べるパラモン，グシャトリヤ，ヴァイシュヤ，シュードラの法を，

順次精神を集中して聞きなさい．

22.パラモンは布施を施すベし．祭式によって神々を祭るべし． (Vedaの）
(9) 

学習に専念すべし．常に水を使う祭儀を果すべし．火を護持すべし．

23.生計のためには再生族（パラモン）は他人の為に祭式を司るベし．又他

人に（Veda等の学聞を）教えるべし． 規定に従い教授料等として奉げられた

布施を取得すベし．

24.再生族（パラモン）は一切の有情の利益を計るべし．如何なる不利益を

も為すべからず．一切の有情に対する友情こそはパラモンの最上の財産である．

25.再生族（パラモン）は他人の宝石に対しても石に対しても同一視すべき

である．王よ．正しい時期に妻と開会することが彼には推奨されている．

26. クシャトリヤもまた同様に再生族（パラモン）にしたいだけの布施を施

すベし．又王は様々な祭式を行うべきである． 更に（Veda等を）学ぶべきで

ある．

27.武器により生計をたてることと，国土の守護は彼の最上の生活方法であ
(11) 

る．（そのうちでも）国土の守護は彼の第一の務めである．

28.国土を守護することによってこそ王は義務を果した者となるのである．
(12) 

なんとなれば祭式等の行為により生ずる福徳の一部は王のものであるが故に．

29.種姓の確立者である王は邪悪なる者達を徴しめ，善人達を守護するこど

によって望むがままの世界を得る．

30.王よ，有情の始祖である賛天は家畜の飼育と商売と農業を生活手段とし

てヴァイシュヤに与えた．
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31.彼にもまた（Veda等の）学習，祭式，布施， 日常と臨時等の祭儀執行
(13) 

という法が推奨されている．
(14) 

32. （シュードラは上位三種姓の）再生族に奉仕することをその目的とし，

それにより生計をたてること，もしくは売買により生ずる財，もしくは職人の

生業により生ずる財によって生計をたてることが（推奨されている））．

33. シュードラもまた布施を施すべし． Pakayajfia （調理祭）を行うベし．

一切の祖霊等に関する（祭儀）をもシュードラはその（得たる財）によって行
(16) 

うべし．

34.一切の（種姓の）者は生計等を維持するために（財を）獲得すべし．正

しい時期に自分の妻と同会すべきである．王よ．

35.一切の有情に対する同情，忍耐， 謙遜，真実（を語ること），清浄，過

度に疲労しないこと，吉祥なる祈り，愛語．

36.友情，無欲，菩沓でないこと，嫉妬なきことが四姓に共通の徳目である

と規定されている．

37.又これらは一切の住期にも共通の徳目である．

パラモンを始めとする者達の，次のような副次的な法，即ち困窮時の法につ

いて聞きなさい．

39.困窮時には再生族（パラモン）にはクシャトリヤの職業とヴァイシュヤ

の職業が（許されると）述べられている．クシャトリヤにはヴァイシュヤの職

業が述べられている．しかしこれら（パラモンとクシャトリヤ）両者にはシュ

ードラの職業は許されない．

40.王よ，可能な場合には（パラモンとクシャトリヤ）両者はこれを捨てる

べきである．それはまさしく困窮時においてのみ為さるべきである．職業の混

同を行うべきではない．

41.王よ．かくの如く私は汝に種姓の法を説いた．次に住期の法について全

て私が語るのを聞きなさい．



日

第丸節

Aurva Iま言えり

α＠ 
1, Upanayana （入門式）を為せる子供は Vedaの学習に専念し，発行を守り，

精神を集中して師の家に住すべきである．王よ．

2・そこでは清浄と慣習を守りつh 師の奉仕を行うべし・ 警戒（vrati)を

行い，固い決意をもって Vedaを学ぶベし．

3，朝夕には太陽神と火神を精神を集中して礼拝すべし． 同様に師をも頂礼
(20) 

すべきである．王よ．
α1) 

4, （師の）立っとき立つベし．進むとき進むべし．座るとき下方に座るベし．

秀れたる王よ．弟子は師にそむくべきではない．

5，彼（師）によって告げられてはじめて，前に座って一心に Vedaを諦唱
(22) （：お）

すべし．ついで師の許しを得て，乞食で得た食物を食すベし．
｛甜

6，はじめに師によって泳浴がなされた水で泳浴すベし． 毎朝彼のために薪

水等を持ち来るベし．

7，学ぽるべき Vedaを学んだ後に（師の）許しを得て， 師への謝礼をすま
倒

せた賢者は家住期に入るベし．

8，規定に従い妻を妻り， 自分（に定められた）職業によって財を得て，能

力に従って一切の家住期の義務を果すべきである．王よ．

9, （祖霊に対する）祖霊供（nivapa）によって祖霊を祭るべし．祭式（yajfta)

によって神を，食物（阻na）によって賓客を，（Vedaの）学習によって聖者を，

そして子孫によって Prajapatiを祭るベし．

10，空供（balikarma）によって鬼霊（bhiita）を，真実を語ること（va.ksatya)
備）

によって一切の衆生（akhilajagat）を（祭るベし）．人は自らの業によってもた

らされる世界を得るのである．

11，遊行者，賛行学生，外の誰であれ，乞食により生活する者遣もまたここ

（家住者）に依存している．それ故に家住期は最勝である．

12. Vedaが示す義務に従って，聖地で休浴するため，又世界を観察するた
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めにパラモγは大地を遍歴する．王よ．
（却

13.家もなく食物もなく，日の暮れた所が宿となるような者達全てにとって

家住者は避難所であり，またまさに母胎である．

14.王よ，彼等が家に来る時，歓迎の挨拶等気持良い言葉を語るべきである．
回｝

又寝床，座席，食事を与えるべきである．

15.ある者の家から失望して引き返すところの客は彼に罪を与え，福徳を携
(29) 

えて行くのである．

16.善人の家では，軽蔑，散慢，欺踊，苦痛，傷害は推奨されない．

17.しかし，家住者にしてかくの如き無上の規定を完遂する者は一切の繋縛

より解放されて，最上の世界に到る．

18.王よ，年老い，義務を果した家住者は，息子に妻を託し，あるいは（妻
(30) 

と）共に森に入るべきである．

19.そこでは葉，根，果実を食し，毛髪，曹は（伸びるにまか吟），癖髪と

し，地面に眠り，全ての者を客としてもてなす聖者となるべきである．王よ．
(31) 

20.皮， Kasa草， Kusa草によって，上下衣を作るべきである．更に（朝昼

グの）三時の泳浴が彼には推奨されている．王よ．

21.神々の崇拝b 焼施（homa），一切の客の歓待，乞食と空供を行うことが

彼には推奨されている．王よ．

22.野性の植物油を手足に塗ることが彼には推奨されている．王よ．苦行を
(32) 

行い，冷暑に耐えることも彼には推奨されている．
（おJ

23.さて，確固としてこれらの所行を為す林住の聖者2彼は火の如く諸々の

罪業を焼滅し，永遠の世界をも得るのである．

24.第四番目は乞者の住期と賢者遣に言われる．その有様について私が語る

のを聞きなさい．王よ．

25.息子，財産，妻に対する愛着を棄て，利己主義を振り棄てた者は第四の

住期に進むべきである．

26. （法，利，愛欲の）三種のものに関する一切の企てを捨てるべきである．

王ふ友人（とか敵等）に対し平等であるべし．一切の有情に対し友好的であ



56 

るベし．

27，精神を集中して，胎生，卵生等全ての有情に対し，身口意により如何な
（叫

る害をも為すべきではない．又一切の執着を断つベし．

28，彼に対して愛情も敵意も生じないようにして，村には一夜，町には五夜
（お）

（まで）滞在すベし．

29.そして生命を維持する為には炭火が消え，人が食事を終えた頃に，乞食
(36) 

の為に推奨さるべき（即ち上位三）種姓の家を巡るベし．

30.遊行者は愛欲，怒り，散慢，迷妄，貧欲等一切の過患を棄て去り，世俗

より離るべし．

31.一切の有情に無畏を施して進む聖者，彼には又，一切の有情による如何
（釘）

なる畏れも決して生じない．
(38) 

32，祭火（agnihotra）を自分の身体に置いて，身体という聖火を，乞食で得

た供物を自分の口に（投じて）祭るパラモンは，（死後）火葬の薪の火によって

必ずや（火祭を行える者達の）世界に趣く．

33.上述の如き，解脱のための住期を送る，清浄にして，自らに課せられた

（諸戒，法等の遂行により生ぜる）正しい認識を持てる再生族は党天界を得る
(39) 

のである．

（ニ） Vi抑up町拘aと Mahabharataの住期法比較

MBh XII, 184～5に記される住期法を一読すれば，それがあまりに VPIII.

9と類似していることに驚かされる．特に家住期法と遊行期法についてはこれ

は顕著である．

MBhではBhrguがBharadva.jaに説くという形式で記される．文体は散文で

あり，その中に八備が引用される．そのうち五倍は VPと完全に一致し，二倍

はVPではー備に造られ，ー備のみがVPにない．また散文の部分も内容のみ

ならずその事項の記述順序までもが，ほ公 VPと相応している．以下党行学生

期法，家住期法，林住期法，遊行期法の四住期に分けて比較照合してみたい．
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イ）発行学生期法

これは MBhXII. 184.8～9に記される．その内容を順にまとめると次のよ
うになる．

1.師の家に住す（gurukulavasa)

2.清浄（削ω），浄祭（s抑 ska.ra），律（vinaya），禁戒（niyama）による自己

の制御（vinita.tman). 

3.朝グの太陽神，火神，神の礼拝と師の頂礼．

4. Vedaの学習（vedabhyasa），聴聞（srava1,1a），三時の泳浴（tri号ava早amu-

pasprsya）.党行（brahmacarya），火の奉仕（agniparicara1,1a），師の奉仕（gurus-

usril弱nityal;i），乞食（bhaik号＆），師の命令，指示に従いそむかない（guruvaca-

nanirde事anu終hanapratikula).

5. Vedaの学習は師の恩恵により与えられる（guruprasadalabdhasva.dhyaya).

6. sloka引用： guruip.yastu sama.radhya dvijo vedamava.pnuya.t/tasya svar-

gaphalava.ptil;i sidhyate casya manasam/ / (9) 

「再生族にして，師をよく崇めて Vedaを得る者， 彼は天界に生る果を得，

彼の望みも成就する．」（VPにはこれはない．）

これを VPと比較すると（1）は VP 1.の gurugehevaset, (2）は VP2. 

の sauca,acara, vrata, (3）は VP3, (4）は VP4と 5の後半と 6, (5）は

VP 5の前半に内容的には大略相当する．しかし両者の関係が特別なものであ

ることを示すものとは言えない．ただ（3）は次の如く同ーのものと考えられる．

MBh：朝夕には太陽神，火神，神を礼拝し倦まず弛まず，師の頂礼， Vedaの…

ubhe saip.dhye bhaskaragnidaivata.nyupasthaya viha.ya t如 dra.lasyeguro-

rapyabhivadanaveda. 

VP: ubhe saip.dhye raviip. bhupa tathaivagniip. samahital;i / upati号thet ta~ha 

kuryat gurorapyabhivadanam/ / (3) 

口）家住期法

MBh XII. 184.10～18に記される． これは VPによく合致する．多少煩雑

ではあるが， MBhの記述順に従い内容を紹介し， また平行関係にあると思わ
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れる所では訳と本文を記し，それに相応する VPの本文を次に記す．〔MBh

の本文引用の際，冒頭に記される（一）は前の引用に直接続くことを示し，

(・II・）はその聞の省略を示す．〕

1, 賛行学生期を完了した者（samavrtta），徳行の者（sadacara），法の遂行に

よる果を得んとする者（sahadharmacaryaphalarthin）が家住期に入るとある．

これは趣旨としては VP7に相当するが，特に関係は認められない．

2.法と利と愛を獲得すべきである（dharmarthakamavapti』）とし， その手

段として非難無き行為によりて財を得て（agarhitenakarma早adhananyadaya), 

家住期を送るべしと記す．そしてその財は Vedaの学習に通暁することにより

得られるもの（svadhyayaprakar与opalabdha), 党仙により行われたもの（brah-

ma時inirmita：落穂拾い），鉱物より生ずるもの（adrisaragata），祭式，禁戒を行

うことにより神の恩恵を得ることで獲得されるもの（havyaniyamabhyasadaiv-

ataprasadopalabdha）とする．趣旨としては VP8に相当すると思われる．

3.両者には内容上，また下線部の如き表現上の類似が認められる．

MBh：家住期こそは一切の住期の根本であると語られる．師の家に住む者，遊

行者，またこれ以外にも（自らに）課せられた誓戒，禁戒，法を遂行す

る者，彼等のためにも正にこの（住期）から乞食により得られる食物と

空供の一部は出ていくのである．

taddhi sarva.sramanam miilamudaharanti / gurukulaviisina/:t parivriijakii 

巴並型互純平kalpitavrat阻iyamadh釘manu~hayinぉ te極mapyataeva bhi-

k~abalisa1pvibhagal}. pravartante // (10) 

VP: hhik$iihhujascαye kedt抑rぬrathrahmaciiγ句a/:t/ te' pyatraiva prati1筑thante

garhasthyatμ tena vai param // (11) 

4.両者には下線部の如き著しい類似が認められる．

MBh：これら聖者達，聖者の糧食を知る者達， Vedaの学習に余念なき者達は，

聖地巡礼，国土観察のために大地を遍歴する．

（・｜｜・） ete sadhaval;i sadhupatyadarsaIJal}. svadhyayapr鎚拍gin儲

tirt.陥る誠'gamar.抱de也darsa.掃討：ha,riPrthi抗ηiparyatα減Ii/
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VP: vedahar句akaryel}atirthasanaya ca prabho / 

af.酬 i世間凶踊悦 viprah,齢thivida1尚向acal/ (12) 

5.両者は内容こと一致すると言える．

MBh：彼等を立ち上って迎え，頂礼し，親切な言葉，贈物，愛顔，出来る限り

の席，寝床，食事により歓待すべきであると言われる．

（一） te宇品中 pratyutthanabhivadananasiiyavakpradanasaumukhyasaktyasanas-

ayanabhyavahara satkriyas ceti // (11) 

VP: te号arp.svagatadanadi vaktavyarp. madhuram nrpa / 

grhagatanarp. dadyacca sayanasanabhojanam // (14) 

6. MBhは備を引用するが，これは VP15に完全に一致する．

MBh: （ー） atithiryasya bhagnaso grhatpratinirvartate / 

sa dattva du写krtarp.tasmai pul}yamadaya gacchati // (12) 

※ VP 15では satasmai du体rtarp.dattva. （注＠参照）

7. ここで注目すべきは VPの特徴の一つである Prajapati供養が MBhに

も記される点である．

MBh：更にここでは祭式執行により神は満足する． 祖霊供により祖霊， Veda 

の学習，聴聞，護持により聖仙，子孫をつくることにより Prajapatiは

満足する．

（ー） apicatra yajfiakriyabhirdevata』priyante nivapena pitaro vedabhyasasr・

ava平a品ara早enar事aya与/ apatyotpadanena prajapatiriti // (13) 

VP: nivapena pitfnarcet yajfiairdevii.rp.stathatithin / annair muni肘伺 svadhya・

yair apatyena prajapatim // (19) 

8. MBhは次に二備を引用する．

MBh：一切の衆生に対し親切で，聞いて気持の良い言葉が語らるべきである．

皇E誘，暴力，乱暴はここでは非難される. (14) 

軽蔑，倣慢，歎臨もまた非難される．不殺生，真実（を語ること）怒

らないことは一切の住期に通ずる苦行である. (15) 

（ー） slokau catra bhavat~ // 
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vatsal碕 sarvabhut如抑 vacyal}.srotrasukhagiral}. / 

ヲ延長ari.樋 do拠'ghat，側 ca 帥ru~ya,ri catragarhitam // (14) 

a開j福間mah,ri踊irodar.油hascaiva可igarhital}./

ah坤sasatyamakrodhal}. sarv話.ramagatamtapal}.g' (15) 

VP: m刈福徳U鳩加m槌γodar.油ha§叩i抑留rhesatal}. / 

拠地忌争0悼g加畑 ca 揖叩~ya批a m 也y冒険g'(16) 

下線部に見られる如く MBh14. c.d.と 15.a.bで VP16が構成され

ている．※MBhには p紅it亙paの写本もある．

9. MBhにはこの後，家住者は装飾品，音楽，踊り等の楽しみを味わうこと

が出来ると記される．これは VPには見られない．更にMBhは最後に自分の

法に恵念する者には天界も得られるというようなことが記され，これは趣旨と

しては VP17に相当するものであるが，特別な関係は認められない．

ハ）林住期法

MBh XII. 185.1～2に記される．これについては次のような特徴が認めら
れる

1. MBhは先ず林住者は鹿，水牛等野性の動物で満てる森で苦行しながら，

聖地，川，泉等を遊行すると記す．これは VPには見られない．

2. VP 18の後半 putre事ubhar尚早 nil}.ki;1ipyaVanaIJl gacchet sahaiva viiの

如きかなり一般的な規定が MBhには見られない．

3. VP 19の sarvatithil}.,21の sarvabhigatapujana,bhik弱 baliprad亘na,22 

の植物油を身体に塗る，これら以外のことは MBhにはVPより多少詳しく全

てが記される．

4 両者共に kasa草 kusa草の衣を記すのは一つの特徴と言えよう．

MBh: kasakusacarmavalkasaip.vrt砧gal}.

VP: carmak訴aku鈎irkuryiit paridhanottariyake / (20. a. b.) 

5, MBhでこの住期法の最後に品Jokaがあるが，これは VP23にほぼ一致

する．

MBh: yastveta1p niyatas回ryii1pbrahmar事ivihitamcaret / 
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(1) 

sa dahedagnivaddo弱凸jayellokar凶cadurjayan # (2) 
(2) 

VP: y錨tvet亙1Pniyatascarya1p vanaprasthascarenmuni].i / 

sa dahatyagnivaddo号亘白jayelloka1pscasasvatam // (23) 

(1) sasvat亘m とする写本もある. (2) Gita版による.Sar.版はnihata長

田ryam.

＝）遊行期法

MBh XII. 185.3～6に記される． ここにも VPとの密接な関係が認められ
る．

1. 両者には内容上類似が認められる．

MBh: （遊行者は）火，財産，家族，家財への執着と実体でないものを捨て去

り，愛情の紳を断ちて遊行する．

vimucyagnidhanakulatraparibarhasanganatmana].i snehapasanavadhiiya 

parivraJantl 

VP: putradravyakalatre.和 tyaktasnehonaradhipa / 

caturthamasrama1p sthan仰 gacchennirdhiitamatsara).i// (25) 

2.両者は内容上類似している．

MBh：石も黄金も同一視して，（法利愛欲）三種のものを得んとする企てに心

を向けず，敵，味方，中立者に平等に振舞うベし．

（ー） samalo宇t話mak記.canぉ trivargapravrtte号varambhe~vasaktabuddhayo ’ rimit・

rodasine~u tulyavrttaya).i 

VP: traivargika1pstyajet sarvanarambhan avanipate / 

mitradi刊 samomaitr枠組maste~veva jan知事u//(26) 

3，両者には内容上，また下線部の如き用語の一致が認められる．

MBh：動かざるもの，胎生，卵生，湿生，芽生の有情を身口意によりて傷つけ

るべきではない．

（一）sthavarajariiyuja伊t!ajasvedajodbhijjanambhiitana1p 

時nmanahkarma/Jhir側劫泌'drohi；揃 h

VP: jarayuja，縛 ＇ajad.禍：t'fl,坦疏1mana!Jkarr.揃 1hi!Jkvaぬi
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yuktal;i. kurvita na dro.加msarvasangii:rp抑 varjjayet// (27) 

4. 村に一夜以上留まらないという規定は外にも見られるが，町に五夜と記

すのは両者の特徴と言えよう．（注（35）参照）

MBh：休息のために町あるいは村に行くべし．

留るべし．

町には五夜，村には一夜（まで）

（イ｜・）vasartham upeyurnagara:rp gram岬堀田.garepan.car亙trikiigriimaikariit・

rik亙l;i./

VP: ekariitrasthitirgr亘mepan.ca riitrasthitil;i. pure/ (28 a. b.) 

5.内容上類似していると考えられる．

MBh: （町， 村に）入って， 生命を維持するためにのみ浄業の再生族の家に行

くべし．乞食は鉢に落ちるだけで頼んではならない．

（ー）pravisya ca pra1.1adhiira阜am亙trarthamdvijatin亙:rpbhavaniinyasa:rpkir1.1ak-

arma早iimupati~theyul;i. p亙trapatitayiicitabhaik甲iil;i.

VP: 

6. 

pr匂ayiitr阻 imittascavyang亙rebhuktavajjane / 

kale pr必astavar1.1iinii:rpbhik与artha:rpparyated grh亙n//(29) 

下線の如く前半は一致する．

MDh：愛欲，怒り，倣慢，迷妄，貴欲，喜音，歎臨，悪口，

ベし．

自尊，殺生を避く

（一）kamakrodhaぬゆamo.加lo劫akiirp叫yadambhapariviid油himiinahi:rps亙niv-

rt樋 iti// (3) 

VP: kama争kro品astathiidaゆamohalobhadayasca ye/ 

ta:qistu d時an戸市ratnirmamobhavet // (3⑪） 

7. MBhは続いて三偏を引用するが，

ある．

これは VP31.32. 33と同ーのもので

MBh: （一）bhavati catsa slokal;i. / 
(1) (2) 

abhayaip. sarvahiitebhyo dattva carati yo munil;i. / 
(3) 

na tasya sarvabhiitebhyo bhayam utpadyate kvacit// (4) 

VP 31では①③は sarvasattvebhyo②は yascaratemuni与．



（一）krtvagnihotra1p svasarirasa1pstha1p 

品ariramagni1psvamukhe juhoti / 
(1) 

yo bhaik但caryopagatairhavirbhis 
(2) 

Vi将upur証明和訳研究（奥田）

cita伊 ina.1psa vyatiyati lok拍／／ (5) 

VP 32では（1）は viprastubhik手opaー
(1) 

（一）mo同封rama1pyaJ:i kurute yathokta111 
(2) 

suciJ:i susa:qikalpitabuddhiyuktaJ:i / 

anindhana1p jyotiriva pra錯nta:qi
。）

(2）は savrajatisma lokiin 

sa brahmaloka:qi srayate dvijatil:i // (6) 
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VP 33では（1）は carate(2）は sva・（3）は jayati.

記される MBhの写本もある．

これらの読みの

以上の比較対照からも明らかであるが，家住期法と遊行期法は特に密接な関

係があり，全体としても同ーのものであると言えよう．

この両者の関係については三つの場合が考えられる．

1. MBhが VPに依っている．

2. VPが MBhに依っている．

3.両者に共通の第三の出典がある．

先ず（1）の場合は次のような理由から認められない.(i), MBh党行学生期

最後の slokaが VPにない． (ii) MBhでは家住期法 14,15の二備が VPで

はー備である （家住期法 No.8）.制全体として MBhの叙述は VPより洋細

である． また上述家住期法 No.9あるいは林住期法の官頭部分に相当するもの

が VPにはない．

次に（2）の場合であるが， これは VP4,7,13,18,21,24の内容が MBhには

全く記されないことが主要な難点である． また当然引用しても良いと思われる

先行学生期の slokaが VPには見られない． ただこの場合， VPが MBhを

下敷とし，他の法典を参考にして成立している可能性はなくもない．
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これら（1)(2）の難点は両者共通の第三の出典の存在を支持するものである．

この可能性が最も大きいと思われる．現段階ではこの出典を特定することは出

来ない．今後の課題である．そして，もし第三の出典が現存し，特定できれば，

MBhと VPのこの部分の年代についても多少光を投げかけることができょう．

そしてその出典を探す手懸としては両者に共通の偏， 特に Tri~tuhh 調のもの

が鍵となるであろう．

テキスト・略号等

本訳底本として Vi開upu尚早awith the commentary of Sridharaswami, Sara-

swati Press, Calcutta, 1飽，2, (VP Sar.版）使用. Hindi訳付の GitaPress, 

Gorakhpur，銅IJl2024 (VP Gita版）参照．英訳は H.H.Wilson, The Vishl}u・

Pu尚早a,calcut抱， 1961,(Wilson, VP). Gautamadharmasutra (G.), Ass, No.61; 

Vi筑1usmrti(V.) V.Krishnamacharya ed., Adyar Library Series, Madras, 1964; 

Baudhayanadharmasutra (B.), k副 SS.,No.104; Manusmrti (M.) Vasudeva-

sarman ed., Bombay, 1929; Yajnavalkyasmrti (Y.) A凪， No.40.（頭備の番号

は必ずしもテキストと一致しない場合もあるが，便宜上 SBEの英訳に従う．）

Mahabharata (MBh), BORI. 

注

1) P.V. Kane, History of Dharmasiistra, BORI 1968, Vol.4 pp.817～9. 
2) Kan匂 o.ι，VoL5p.841 

3) 中野義照「ヤーヂュニャゲルキャ法典J403頁以下参照．

4) W. Caland, Altindische Ahnenkult, Leyden 1893, p.112. 

5) Wilson, VP, pp. 234～5,n.2. 
（第八節）

6) Sagaraは日種の王で Aurvaは Bhrguの子孫である.VP IV.3には Aurvaが

Sagaraの師であり， Sagaraに蛮族を滅ぼすために火の武器（車gneyastram）を授け

たとある.Mah亘bharata（恥佃h）では Aurvaは Bhrguの孫とも七人の息子の一人

ともされる・（Hopkins,Epic Mythology, Strassburg, 1915, pp.178～9). MBhでは
両者の師弟関係は特に見られないようであるが，後の結びつきを暗示すると恩われ

るものもある. Sagaraは海（s語.gara）を堀り， Sagaraは Varul},aの支配下にある

(ibid., p.121). Sivaは Varul},aとして Bhrguの七子を養子とし，彼等はBhargava
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とも V亘rul}aとも呼ばれる（ibid.,p.178). AurvaはKrtaviryaに復轡を計り， その

怒りより生ぜる世界を滅ぼす火を結局は海中に棄てる．このためその火はtoyiignih

siigare （海の水火）とも呼ばれる（ibid.,p.99). 

7) 本文は svargiinsvargibandhaQltathiispadamである.VP I.6に記される各種姓に

応じた世界と，そこでの地位を意味すると思われるが，明確でない．注釈家はsvar-

gibandhaJp. tathiispadamを brahmalok剖ipadam党天界等の地位とする・ VP1.6で

は党天界の上に Vi将uの最上界を考えているが， VPII. 7では最上界をSatyaloka

即ち焚天界としている・ VPGita版では svargivandyaJp.ca yatpadamで「天界の

住民により崇められる党天の地位」と Hindi訳されている・

8) 第13,14, 15は各々口意身の三業にあてはまる．

9) パラモンの義務は普通 adhy亘pana,yajana, diina adhyayana, yiijana, pratigraha 

の六務があげられ，後三者を生計とする． cf. M.I.88, X.75, 76; Y.I.118; G.X.1,2 

（詳しくは中野義照「ヤーヂュニャゲルキャ法典J159頁参照．）

nityodakiと agniparigrahaについて注釈家は「教令に従って常に休浴献水等を行

う者． 家長火あるいは（家長火， 供犠火， 南火の）三火を護持することと記す．

nityodaki nityaJp. sniinatarpa型車dikrt yathadhikiiram, aupiisan亘gnestret亘diniiQl vii 

parigrahai}/. nityodakiは Sankhy亘yanaGr.S. IV. 11,21に Sniitakaの義務とし

て記される・ また MBh.(BORI) V. 40.23, XIL 75.22にはバラモンの重要な務

めとして記される．火の護持については瓦釘aliiyanaGr.S. (ASS. No. 105) I. 9. 2 

にnity亘nugrhitamsy.孟t（この注釈にanu品abdai}parisabdasya sthiine/nityaQl parigrhi・－

taJp. syiidityartha』）．「（家住期者は結婚後）家長火を護持すベし」ともある. Cf. 

Vasi号thaIll. 1. 

10) VP Gi姐版は品ukliirtham「清浄なる財を」とする・ A. II. 5. 10. 1～3には師
への授業料，結婚， Srauta祭，父母を養う等の受錨規定が記される.cf. M.XI. 1 

以下， Kane,o.c.,Vol. II, Pt.1, pp.llOff. 

11) クシヤトリヤの義務については Y.I.11.8～9; M.l. 89; V.II.6,9,12; A.II. 10.6; 
G.X. 1,7,8,41等に記される．

12) Y.I. 334に記される如く，王は国土や人民の完全な保護のみかえりとして福徳

の一部＜t）を得るのである・ v.m. 2sにも人民の善行，悪行の六分のーは王のも
のであることが記される．

13) ヴァイシュヤについては Y.I.119；肱I.90,VIII.410, IX.326～332, X.79; V.II. 
10. 7; G.X.49等に記される．生計としては家畜の飼育，農業，商売，金貸が記され

るのが普通である．

14) 本節 23,24, 26, 39では dvijaは明らかにパラモンの意味に使用される．また

肱 Vlll.413,417, IX, 334～5, X.121等ではシュードラの本来の目的（理想）はパ
ラモンのみの奉仕とすることから，あるいは当所 dvijaはパラモンを意図している
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とも考えられる．しかし Y.I.120; M.1.91; V.1.6; G.X. 56; A.I.6等に記される

如き一般的な解釈，また後に記される如く VPはシュードラに対して寛大であるこ

とを考えて dvija本来の意味である上位三種姓とする・

15) 売買 kriyavikriya，職入国ru.V.ll. 14; G.X.62では奉仕と手工業を正業とす

るが M.X. 99.100; Y. I. 120では奉仕のみが正業で karuka，品ilpa,va早ijが困窮時

の法として記される．

VP Git亘版ではこの後に次のー侮がある． 〔シュードラの務めは，服従，清潔，

真心こめた主人の奉仕，祭調なしの祭式，盗まないこと，善人との交際，パラモγ

の守護である．〕

16) パラモγのシュードラからの受施は特別な場合にのみ許される． Y. Ill. 41; M. 

102103. Cf. Kane, o・G・Vol.2,pt.l, p.112. 

Pakayajiiaは多少相異はあるが Parvai:ia,Srava早I，λsvayuji，λgrah亙ya早i,Caitri, 

A~!aka, Sraddhaの七祭を言う． いづれも家長火（g亙rhapatya）ー火を用い家長自

らが行うものとされる．（高楠順次郎・木村泰賢，「印度哲学宗教史」大正13年， 438

頁以下に簡単に説明されている・）しかし SankhyayanaGr. S. I. 51. 10. 7では，

Huta, Ahuta, Prahuta, Pra号itaの四種とされる. (cf. SBE, Vol. VII, p.183.n.20). 

これは五大祭から Vedaの読諦による聖仙に対する祭儀を除いたものである．ここ

に記される Pakayajiiaがどれを意味するか明らかでないが，一応七祭とし， 次の

祖雲祭等が（Vedの読諦を除いた）大祭を意図していると考える・

ところでWilsonの（o・h p.235, n.3）言う如く法典類ではシュードラには一切の

行祭は禁止されている．祭儀には真言（mantra）あるいはパラモシの招待が必要だ

からである．只 G.X.53では Sraddha祭を許し，同 64,65では真言のかわりに

namal}.を用いる Pakayajiiaを許している・ cf.M.X. 126～8; Y.I.121.後述するよ
うに VPIXとMBh.XII. 184とには密接な関係が見られる.MBh. XII. 181.14に

は同じ Bhrguの所説として元来は全てバラモンであり，その故に全ての種姓の者

は（全ての）法と祭式が禁止されてはいないと記される．

17) パラモンはクシャトリヤとウ・ァイシュヤ，クシヤトリヤはゥ・ァイシュヤ，ヴァイ

シ品ヤはシュードラが通則である.cf. Y. m. 35～44 M. X.81～98; V. I[. 15; A.I. 
20.10～21. 4; B. ll, 2.4.16-21: G.I. VII. 23はバラモンにシュードラの職業も可と
する．

「これら両者には（tayol}.)Jを注釈家は rajanyasyaca vaisyoktaJp鈎drakarmana 

vai tayol}.とクシャトリヤとヴァイシュヤであるとする． 又40傷の「両者 ubhabh-

yam）」も同様にしている・ しかし困窮時法の通則から，また M.X.98からもヴァ

イシュヤにはシュードラの職業は許されると考えるのが妥当であり， tayol}.と ub帝

国bhyamはノミラモンとクシャトリヤを意味し，ゥ・ァイシュヤについては述べられ

ていないと考えるべきであろう．なお Wilsonの英訳（p.236）は，‘…thekshatriya 
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may adopt those of the Vai伽； andthe Vaisya those of the Kshatriya; but these 

two last should never descend to the functions of the鈎dra.’である.M.N. Dutt 

の英訳（ChowkhambaSS O伍同 varanasi,1972, p.193）もほど同様である． 下線

部にあたるものは Sar.版にも Gita版にも無い．上姓者の職につくことは普通では

考えられないが， B.n. 2.4. 18にこれを暗示するかと思えるものはある・ cf.Wil-
son, o. c., p. 236, n. 4. 

（第九節）

18) upanayanaの規定儀式は諸法典・家庭経に記される． 年齢は普通バラモンは受

胎第8年，クシヤトリヤは第11年，ヴャイシュヤは第四年目とされる．剃髪，泳浴，

受帯，最も重要な聖紐，皮衣，杖授与，行乞等の祭儀が為される・中野，「ヤーヂ

ュニヤグルキヤ法典」 142頁，注14参照.R.B. Pandey, Hindu Samsk亙ras,Motilal, 

1969にはまとめて詳説されている．

19) vrataとは vedaの特定の部分を学習する時の戒である．家庭経によって呼称，

内容を異にしている.Gobhila Gr,s.では Godanika,Vratika, Aditya, Aupani守ada,

Jy時ha-siimikaの五誓戒で各々一年間続くとする.Godanikaはおmavedaの P丑r-

V亘rcikaを学ぶ学生の行うもので，全身の毛を剃る，乞食，泳浴等をその内容とす

る.cf. Kane, o・c.,Vol. n. pt.1, pp.370丘
20) 太陽神礼拝は Savitri讃歌により戸外で行う.(Y・ 1. 22-26; M. Il. 101; G. JI. 

10 etc.）.火神礼拝は火に薪を投ずることによる.(V.XXVIII. 4. G. JI. 9 etc.）.師

については V.XXVIII. 14. 

21) B. (1. 2. 3. 38）には「師が走る時走り，歩む時歩み，留まる時留まるベし」とあ

る・ほl:問内容の表現は M.JI. 196ー7;V. XXVIII. 19;A.I. 6. 7-9にも見られるが，

いづれも師に返答する場合としている．

22) 学習を請求しないこと.(Y.l.27; M. JI. 73; V. XXVIII. 6; A.l.5.27; G. Il. 29) 

23) 師に乞食で得たものを告げ，（M.II .51 G. II. 39）許可を得て食べる・（Y.I.31; 

V.XXVIII. 10; A.I.I. 3.32). 

24) avagiihed apal;i piirvam亘ciiryet;1avagatitiil;i／このような規定は他に見当らないよう

である．恐らく池または川で師が先に入った後に同じ所で泳浴せよということかと

思われる．

25) 発行学生期終了にあたり師家最後の泳浴を行う．その際に謝礼（布施）を行う．

(M. II. 245et吋・ λ品valiiyanaGr.S, Y.では一切の Vedaの学習が終らずとも師
の許可があれば休浴可能とする.cf. Kane, o.・c.,Vol. Il. pt.1, pp・405ff. 

26) いわゆる五大祭（Pitryajfia,Devayajiia,Nryajiia, Brahmayajfia, Bhii句yaj量a）を

述べたものである． (Y.I. 102; M. i. 70, 81; V. LIX. 20-25; G. V. 3; B. Il. 1-7; 

A. Il . 3P4.). Wilsonは Praj亘patiyajfiaとSatyayajfiaは後の付加であると言う（o.

p., p.237, n. 3）.ただ， Prajiipatiyajiiaの考えは「バラモンは生れながらにして聖
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者，神， Praj亘patiに負債を負っていて，発行，祭式，子孫によって返済するJとい

うTaittiriyaS (VI. 3.105）等に依っていると思われる．バラモンの重要な義務の一

つである． (cf. kane, o・与， Vol.IT , pt. I, pp. 270ff.）またこの意味からも家住期者

にとって子孫をつくることが重大な義務とされる．以下の 11.12. 13 ／，易にある如

く，外の三住期者の生活の基盤であるだけでなく，正しく母胎（yoni）である（cf.

G. fil. 3). 

27) siiyamgrha!Jは苦行者，遊行者に対してよく使われるようである.cf. Bohtlingk, 

lndische Spriiche, No.4410. 

28) この外に普通 trl}a（敷物としての草）， bhiimi （休息の場所）， udaka （洗足用の

水）が記される.Y.1.107, M. W .101; V. LXVII, 45; A. Il. 4. 14; G. V. 35 etc. 

29) これは VP.Ill. 11. 66にも再説されるが， MBh. (XII. 184. 12), Hitopadesa 

( I . 56) Markandeyapurii加（XXIX.31) Brahmapur匂a(CXIV. 36）にも記され

る.V. LXVII. 33はほピ同文， M.I[. 100はほx同内容である.cf. Bohtlingk, o. c., 

No.53, Wilson, o.c., p.238, n.4. 

30) 老いてとは鍛，白髪，あるいは孫を見て. (V.XCVI. 1.2; M. Vl.2）.息子に云々

は M.VI. 3と同文， V.XCVI.3とほピ同じである．

31) Kusa草 kiisa草は他に見当らない・ M.VI. 6; V. XCIV. 8は carma（皮），

civara （燈穣）, G. llI. 34; B. IT . 14は ciraajina. 

32) M. VI. 13では果実油を食べることは許される． 身体に塗ることは林住者には

そぐわない．冷暑の苦行とは，夏には五火（四方に焚いたのと頭上の太陽）に身を

さらす，雨期に戸外で寝る，冬に濡衣を着ること.cf. Y. llI. 52; M. VI. 23; V. 

XCV. 2～4. G. nr. 26, B. II. 11.14は tapassila!J.
33) VP Sar.版は nihitascaryamであるが， Gita版により niyat必caryiimと訂正．

後述 MBhとの比較，林住期法参照．

34) B. IT . 11. 23によく似た表現がある.viiilmana!J karmadal}qair bhiitiiniim adrohi/ 

35) V.XCVI. 2 na griime dvitiyaril riitrim iivaset. G. ll[. 21. na dvitiyiimapartu riitriril 

griime vaset. Bhik~uka Up., Sannyiisa Up.，には町に五夜，村に一夜とL、う表現が

ある．

36) M.VI. 56これに煙が消え（vidhiime），杵が動かず（sannamusale），皿が納めら

れた時（vrtte品ariiva回lllP亘te）が加わる.cf. B. II . 11. 22; G. fil. 15. 

37) B. IT. 10. 17. 30では何かの引用としていthiipyudiiharanti)abhaya111 sarvabh-

日tebhyodattv亙yascaratemuni!J/na tasya sarvabhiitebhyo bhaya111 ciipi ha j亘.yate// 

と VPとほピ同文が記される． Vasi~thaX. 2 (ASS No.48, p.201）にも caratiyo 

muni!J/tasy亘pisarvabhiitebhyo na bhaya111 jiitu vidyate／とある.cf. M. VI. 39, 40; 

Y. I[. 61. 

38) krtagnihotra111 svasarira sa111stham は VPIV. 3.1のむmanyagniniiropya tこ相
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当すると恩われる.Y. m. 56; M. VI. 38; V. XCVI. 2にも記される．これはB.n.

10. 17, 25, 26によれば三火の煙を三度ずつ嘆ぐことである． 中野義照「マヌ法

典J396頁注2参照．ここには諸注釈家の説が紹介されている．本｛易と次傷は T均2・
ubh調で記される．

39) svasalikalpita buddhiyuktaq.の意味は明確でない． 注釈家はsvasminbrahma早i

salikalpitam ida!Jl visvam iti buddhiyuktaq.／「この世界は自分に，即ち焚に想定され

たものであるという認識を持てる者」と考えている.Wilson (o.c., p.239）はwhose
mind is perfected by self-investigationとする．後述する如く，本節と MBhXII. 

184～5とはほX完全に一致すると考えられる．そして MBhXII.184. IOに飽甲k・
alpitavrataniyamadharmiinu号utiiyinaq.とある． （後述家住期法 No.3参照）．ここで

もsa紘alpitaはこのような意味で用いられたものと考える．

dvijiiti （再生族）を注釈家は前侮の vipraのことであるとする.Wilson (o.c., P. 

239. n. 7）はこれは法典の一般的な解釈ではないし，元来パラモンのみに限定され

ていないとし，上位三種姓を意味すると考える・これについて Kaneは（o.・h VoL 
n . pp, 942-4）遊行者はパラモンのみに許されるとする説と三種姓に許されるとす

る説があることを紹介している．どちらとも決め難い．たどVPmB.34に見られる

如く VPはシュードラに行祭を許すことから考えて， VPは身分規定に関して割合

に寛大な立場にあると恩われるのでここの dvijaは上位三種姓を意味すると考えた

方が良いと思われる．


